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ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
と

　
　
　
　
　
悩
み
を
共
有

新
規
開
業
医
懇
談
会

　
　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
25
日
、
ノ
ボ
テ
ル

甲
子
園
テ
ラ
ス
オ
ン
ザ
ガ
ー
デ
ン
で
、
新
規

開
業
医
懇
談
会
を
開
催
、
医
師
28
人
が
参
加

し
た
。

　
　

第
１
部
は
広
川
恵
一
先
生
の
司
会
で
、
西
宮

渡
辺
心
臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー
内
科
部
長
の
民

田
浩
一
先
生
を
講
師
に
招
い
て
、
「
冠
動
脈
プ

ラ
ー
ク
退
縮
を
目
的
と
し
た
ス
タ
チ
ン
療
法
」

と
題
し
た
学
術
研
究
会
を
開
い
た
。

 
 
 
 

第
２
部
は
岩
下
敬
正
先
生
と
宮
崎
義
彦
先
生

の
司
会
で
、
西
宮
・
芦
屋
で
開
業
し
て
い
る

新
規
開
業
医
師
と
ベ
テ
ラ
ン
の
医
師
が
、
食

事
と
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を
愉
し
み
な
が
ら
、

日
常
診
療
で
の
経
験
や
、
悩
み
な
ど
を
交
流

し
た
。
参
加
者
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　
　

こ
の
た
び
新
規
開
業
医
懇
談
会
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
大
変
役
に
立
つ
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
開
業
２
年
目
に
な
る
の
で
す
が
、
こ

の
懇
談
会
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
参

加
に
な
り
ま
す
。

ス
タ
チ
ン
療
法
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
講
演
す
る

民
田
浩
一
先
生

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
28
日
（
金
）

に
フ
レ
ン
テ
西
宮
で
世
話
人
会
を
開
催
し

た
。
出
席
は
８
人
。

【
報　
　

告
】

①
第
21
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
７
・
25)

②
新
規
開
業
医
交
流
会
（
７
・
25)

③
事
務
講
習
会
（
８
・
１
～
２
）

④
第
４
回
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
問

題
検
討
会
（
８
・
８
）

⑤
納
涼
懇
親
会
（
８
・
８
）

【
協
議
事
項
】

①
第
22
回
漢
方
研
究
会
（
９
．
５
）

②
英
語
で
診
療
＃
23
（
９
・
18)

③
第
５
回
Ｘ
‐
Ｐ
読
影
会
（
９
・
18)

④
第
14
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー

（
11
・
14
）

⑤
第
22
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
21
）

⑥
英
語
で
診
療
＃
24
（
12
・
４)

⑦
阪
神
淡
路
大
震
災
〈
震
災
15
周
の
つ
ど

い
〉
（
１
・
16
）

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
勉
強
会

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４

金
曜
日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の

ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

昨
年
は
開
業
す
ぐ
だ
っ
た
の
で
い
ろ
い
ろ
な
先

生
に
励
ま
し
て
い
た
だ
き
、
逆
に
何
も
分
か
ら
ず

に
話
を
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
開
業
か
ら
１
年

を
過
ぎ
た
今
に
な
っ
て
聞
く
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先

生
の
お
話
が
身
を
も
っ
て
あ
り
が
た
く
思
え
ま
し

た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方
も
人
事
に
悩
み
を
お
持
ち

の
方
が
多
く
お
ら
れ
、
私
は
現
在
は
な
ん
と
か

な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
対
処
方
法
が
聞
け

た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
医
院
を
長
く
続
け
て
い
く
に
は
健
康
が

大
事
と
の
お
話
を
聞
き
、
つ
い
つ
い
先
を
急
い
で

し
ま
う
我
が
身
を
省
み
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

「
新
規
開
業
医
懇
談
会
」
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン

の
先
生
の
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
で
き

れ
ば
次
回
も
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

 
 
 
 
 

【
芦
屋
市
・
高
橋
歯
科
医
院 

 

谷
端 

美
香
】

食
事
と
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を

　
　
　
　

愉
し
み
な
が
ら
交
流
す
る
参
加
者

　芦屋非核平和都市宣言 24 周年 ・被爆 64 周年

非核平和祈念のつどい

     「核兵器は なくせる！」
～核も戦争もない 平和な星 地球を守ろう～

 【日時】　10月 24日 (土 )  午後２時～４時半

 【会場】　上宮川文化センター・ホール

 【講師】　関西学院大学教授　冨田 宏治 先生

 【主催】　芦屋非核平和のつどい実行委員会

         実行委員長　幸原 久　先生
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第
22
回
支
部
漢
方
研
究
会
（
薬
科
部
共
催
）

漢
方
に
よ
る
治
療
法
を
簡
便
に

　
　

９
月
５
日
、
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
館
で
、
講

師
に
本
間
行
彦
先
生
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

を
迎
え
、
「
呼
吸
器
疾
患
に
お
け
る
処
方
の
実

際
～
か
ぜ
を
中
心
に
～
」
と
題
し
て
第
22
回
支

部
漢
方
研
究
会
を
薬
科
部
と
共
催
で
開
催
。
医

師
・
薬
剤
師
ら
76
人
が
参
加
し
た
。
長
光
由
紀

先
生
（
伊
丹
市
・
ウ
イ
ン
グ
調
剤
薬
局
）
と
共

に
司
会
を
務
め
ら
れ
た
川
﨑
史
寛
先
生
（
西

宮
市
・
川
﨑
医
院
）
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

回
を
重
ね
て
22
回
に
な
っ
て
こ
の
漢
方
勉
強

会
も
、
毎
回
の
よ
う
に
新
し
い
話
題
、
漢
方

薬
の
新
し
い
面
を
教
え
て
頂
き
、
大
変
勉
強
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
今
話
題
の
呼
吸
器
感
染
症
に
対
す

る
漢
方
処
方
に
関
し
て
、
北
海
道
大
学
漢
方
医

学
セ
ン
タ
ー
付
属
北
大
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
本

間
行
彦
先
生
に
御
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
間
先
生
は
、
難
病
で
も
あ
る
間
質
性
肺
炎

に
対
す
る
治
療
に
漢
方
処
方
を
取
り
入
れ
、
各

種
生
科
学
因
子
の
変
化
を
研
究
さ
れ
、
学
術
的

な
裏
付
け
も
含
め
た
研
究
結
果
を
お
示
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
漢
方

治
療
も
簡
便
に
、
お
示
し
い
た
だ
き
、
今
ま
で

も
や
っ
と
し
て
い
た
部
分
が
、
す
っ
き
り
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
聴
講
い
た
だ
い
た

方
も
、
大
変
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
、
講
義
後
も

予
定
時
間
を
超
え
る
ほ
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

漢
方
の
奥
の
深
さ
を
考
え
る
と
、
こ
れ
で
十

分
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
今
後
も
こ
の
研

究
会
に
参
加
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

 
 
 
 
 
 

【
西
宮
市
・
川
﨑
医
院　

川
﨑　

史
寛
】 

第 22 回在宅医療研究会
【日時】　11月 21日 (土 )

　　　　　午後３時～５時半

【会場】　西宮神社会館　福・寿の間

【講演】　「グリーフケアの考え方と課題」

　　　　関西学院大学人間福祉学科人間科学科

          准教授  坂口 幸弘 先生

【報告】①「在宅ケア」（仮）

　　　  明和病院看護師 中島 淳美 氏

　　 　② ｢終末期ケア ｣( 仮 )

　　　　兵庫医大病院看護師長 小西 尚美 氏

第 18 回日常診療経験交流会のご案内

「日常診療の原動力～ともに学び、 喜びあえるとき～」

【日時】10月25日 (日 ) 午前 10 時～午後５時

【場所】兵庫県保険医協会（神戸フコク生命海岸通ビル５階、３階）

◇分 科 会　　午前 10 時～正午すぎ

　｢ 続・日本の縮図－兵庫の医療を考える ｣ほか※

◇医科 ･歯科 ･薬科交流企画「顎骨壊死－ビスフォスフォネート系薬剤 ｣

　【話題提供】　綿谷　茂樹 先生（わたや整形外科）　　　　　	 午後２時 30 分～５時

　　　　　　　米田　俊之 先生（大阪大学大学院歯学研究科生化学講座教授）

　　　　　　　藤井　智子 先生（神戸市立医療センター中央市民病院・歯科口腔外科）

　　　　　　　森本　　愛 先生（たんぽぽ薬局仁川店）

　【司　　会】　井尻　博和 先生（井尻歯科クリニック )

◇展示コーナー　　午前 10 時～午後４時 30

　ポスターセッション、医院新聞展示、第８回あなたとわたしの展示会、情報ネットワークコーナー、

　救急フェスタ展示（医薬品 ･家庭救急 ･老人救急 ･障害者救急 )、ＡＥＤ ･在宅医療機器の展示ほか

※【分科会発表の応募要領】

　　テ ー マ　　日常診療、在宅医療、地域医療、病診・診診、医科 ･歯科 ･薬科の連携、

　　　　　　　　工夫など。掲示板によるポスターセッション形式も歓迎。

　　発表方法　　発表 10 分、質疑５分、スライド 10 枚程度でお願いします。

　　申込方法　　別紙申込書で、テーマ、スライドの有無、枚数等をお知らせ下さい

　　抄　　録　　400 字程度で別途お送り下さい。

　　締　　切　　抄録とともに９月 30 日 ( 水 )

　　連 絡 先    電話 078 － 393 － 1803　　FAX 078 － 393 － 1802

日常診プレ企画 (会場はいずれも兵庫県保険医協会会議室です。 別途お申し込み下さい )

◇ 10月３日 (土 )　救急フェスタ－心肺蘇生法等　午後２時 30 分～５時

◇ 10月４日 (日 )　第 453 回診療内容向上研究会　午後１時～４時 30 分

　　　テーマ　①「誰も教えてくれなかった診断学」

　　　　　　　②「もう一つの診断法－スナップ診断」

　　　講　師　野口 善令 先生（名古屋第二赤十字病院・総合内科部長）

◇ 10月 10 日 ( 土 )　秋の文化講演会「薬膳の楽しみ」　午後４時～６時

　　　講　師　安原 喜千枝  先生（薬膳研究家）

◇ 10月 11 日 ( 日 )　第 454 回診療内容向上研究会　午後２時～５時

　　　テーマ　①「関節痛へのアプローチ～膠原病の大原則」

　　　　　  　②「関節リウマチの大原則～プライマリケアでここまでできる」

　　　講　師　岸本 暢将  先生（聖路加国際病院 アレルギー膠原病科 副医長）

会場いっぱいの参加者からは

                  講義後も質問が相次いだ

呼
吸
器
疾
患
に
対
す
る

　
　
　
　

漢
方
処
方
に
つ
い
て
講
演
す
る
本
間
先
生

第 22 回在宅医療研究会


